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「ソーシャルキャピタルを育てる・活かす！地域の健康づくり実践マニュアル」 

～あなたの“しごと”を点検しよう～ 

研修プログラム立案の手引き 

 

 

 

 

 

  



 

１．研修のポイント

この

自分の活動の振り返りができることを特徴としています。マニュアルを活用して、

ャルキャピタル

きません。

たらすためにも、今まで以上に多様な人びとと協働で、異なる組織（個人）目的・目標に

基づき取り組みを行っていることを前提としながらも、ともに考え、それぞれの立場で実

践することで、全体として地域の益となっていくことが期待されます。

この実践マニュアルを活用するうえで、まず、多くの自治体で、年齢や疾患など個人の

特性を超えた、部門横断的な

地域資源などについてアセスメントし、地域の課題

いくことから始める必要があると予想されます。特定の職種や部門が地域診断を行ってい

たとしても、その結果を関係する人びとと共有する必要があります。

ソーシャルキャピタル

連携が必須

携してマニュアルに沿って進めるために、どのよ

なければなりません。さらに、住民（住民の活動組織）や

連携し、それぞれの得意な分野（技術、知識

人びとに隅々まで行きわたるためには、行政と

皆さんの自治体（地域）では、どのような研修が必要でしょうか？
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地域診断をやったことのな

い職種の人もいるし、地域診
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別の部署や組織の人、

住民と一緒に考えて進
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☆ どのような研修が必要か、具体的な研修を企画するまえに、考えてみましょう。 

誰に研修に参加してもらう必要

があるでしょうか？ 

何のために必要でしょうか？ 

（研修に参加してもらう理由） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．研修計画を立ててみましょう 

１）研修の基本的な考え方 

一般的には、研修を行うことで、研修に参加した人びとが共通の態度、考え方、行動、

価値観を身に付け、その結果、研修受講者が同じ目的、目標に向けて、共通の考え方

によって、地域保健福祉活動を行うことができることをねらうものです。 

２）研修計画立案の手順 

計画を立案する際には、研修目的と到達目標を考えます。 

 

（１） 研修目的の設定 

研修目的とは？ 

・研修目的を設定するためには、まず地域特性に加え、研修に参加してもらう人び

と（研修の対象者）の現状や課題をアセスメントする必要があります。 

・研修目的は、研修修了時に期待される成果を示したものです。現実に即しており、

理解可能で、達成可能なものとします。 

・研修目的は、誰でも理解できるように明確に示しておく必要があります。そのた

めにも、研修者を主語とし、「理解する」「習得する」、「身につける」などを述語
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に表現します。 

（２） 到達目標の設定 

到達目標とは？ 

・到達目標を設定するためには、まず、ソーシャルキャピタルを活用した地域保健

事業を進めるために、どのような準備が必要か（準備性）について考える必要が

あります。 

 例）どのような人びとを取り込んでいく必要があるか？ 

   どのような体制をつくる必要があるか？ 

   どのような状態になれば、実現可能か？ 

・研修修了時に、研修目的を達成したことを示すためには、何ができる(どのような

状態になる)ことがよいか、できるだけ具体的に、観察が可能な形で表現します。 

・研修に参加する人びとを主語とし、「何を」「どのように」を含め、「説明できる」

「示すことができる」「理解することができる」「共有することができる」「～の

ような行動をとることができる」などと表します。 

 研修に参加する人びとが様々な職種、所属の人であり、異なる目標を設定する必要があ

る場合もあります。 

 

☆ それでは、研修対象者、研修目的と目標について考えてみましょう。 

研修対象者の特性ごとに目標が異なる場合は、それぞれの研修目標が誰を対象とした目標

なのか、区別する必要があります。 

例） 

対象者：住民 

#1 ―――――――――――――――――――――― 

#2 ―――――――――――――――――――――― 

対象者：保健師 

#1 ―――――――――――――――――――――― 

#2 ―――――――――――――――――――――― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）研修の枠組み・方法を考えてみましょう。 

研修対象者〔                 〕 

研修目的 [                                  ] 

研修目標 ※いくつでも可 

# 1  

# 2  

# 3  

# 4  

# 5  
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 研修を行う対象者、目的、目標を設定できたら、次に、研修の枠組みを考えてみ

ましょう。研修は、長ければよいというものではなく、どのような内容のものを、

１度に何時間行うことが望ましいか、何回必要か、参加のモチベーションを維持し

てもらうために、どのような方法（プログラム）が必要か、講義形式がよいのか、

演習形式がよいのかなどについても念頭に置いて考える必要があります。事前に課

題を出し、実践マニュアルに記載してあるワークを実施してきてもらうなどの工夫

も考えられます。 

 

研修計画表（構成例） 半日（２時間）を４回行う場合 

[    (研修表題)     ]  ○年○月○日～○月○日（△日制） 

 

時期（日時） 研修内容・方法 担当者 目標(#) 

1 日目 

 

テーマ 

対象者 

  

（具体的な内容を簡潔に）  

2 日目    

 

  

3 日目    

 

  

4 日目    

 

  

 

  

演習 

概論と情報交換（GW 等） 

各論（各論と演習） 

演習（各論と演習） 
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３．研修内容の決定 

 この、「地域の健康づくり実践マニュアル」は、盛りだくさんです。実践マニュアルのす

べてのプロセスを、研修形式で行うことは通常困難と考えられます。 

 そのため、保健福祉事業や地域組織活動をソーシャルキャピタルの醸成や活用を図りな

がら推進しようとするうえでの、地域資源や実施体制などにおける課題を整理し、研修を

行う目的・目標、対象者の設定について、十分時間を割いて検討することが重要です。 

 

 合同研修で行うテーマとして考えられるものには、以下のようなものがあります。〈概論〉、

〈各論〉、〈演習〉、〈事例報告〉の順に、例を取り上げます。「地域の健康づくり実践マニュ

アル」の該当箇所のうち、主要なものを、参考までに示しました。 

 

 しかし、すべてやらなければならないというものではありません。半日（２～３時間）

の研修を行う場合、概論もしくは各論＋演習（グループ・ワーク、ワークショップ等）の

構成が考えられますが、どのような構成でどのような内容について行うことが、どのよう

な効果を得られるのか考えることが重要です。〈概論〉、〈各論〉、〈演習〉、〈事例報告〉を必

要に応じて組みあわせて、研修計画を構成していきます。研修は、事業・活動同様、必ず

PDCA サイクルで実施する必要があります。 

 

 必要度を示していますが、各自治体・組織等で必要度は各自治体の状況により異なるた

め、アセスメントを行ったうえで、研修のプログラムに取り入れる必要があります。 

 

〈概論〉 

 概論の説明は、各自治体で「地域の健康づくり実践マニュアル」に記載されている文章

や図を引用し、活用することも可能です。研修の対象者が、どの程度ソーシャルキャピタ

ルや地域保健福祉事業についての知識や理解を持っているか考えて、テーマ及び内容を設

定することが重要です。毎年同じテーマを繰り返すのではなく、必ず一度行った後に評価

し、その結果を踏まえて概論を研修プログラムに加える必要性を判断しましょう。 

 

必要度 テーマ（仮題） 目安時間数 マニュアル該当箇所 

◎ 
ソーシャルキャピタルとは何

か 
60～90 分 第１章（1-1、1-2） 

○ 

ソーシャルキャピタルを活用

した地域保健事業 -その可能

性と意義- 

60～90 分 第１章（1-1、1-2、1-3） 
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〈各論〉 

 各論は必要に応じて行うものです。地域アセスメントに馴染みのない職種や部門と、地

域の現状について共有したいが、知識や理解、認識に差がある場合には、それぞれの職種

別に研修を行い、一定程度の共通知識や理解、認識を得られた時点で、合同研修の形態を

とり、協働で進めていくための研修を計画することなどが考えられます。 

以下に記載したものは、ほんの一部です。活動の維持を図る必要がある場合には、地域の

活動組織を支援する保健師を対象とした、活動の維持支援を目的とした研修が必要でしょ

う。各自治体の状態に合わせて、該当するマニュアル箇所を活用し、研修を企画する必要

があります。 

 

必要度 テーマ（仮題） 目安時間数 マニュアル該当箇所 

○ 地域アセスメントとは 30 分程度 第２章（2-1-1～2-1-4） 

○ 
事業化・地区組織活動と評価と

は 
60 分程度 第３章（3-1-1）、第４章（4-1） 

◎ 
事業・地域の活動の立ち上げ方

法 
60～90 分 第３章（3-1-2～3-1-6） 

◎ 
活動の維持支援 -リーダーシ

ップ機能と協調性の育成-  
90 分 第５章（5-1-1、5-2-1～5-2-3） 

 

〈演習〉 

 演習の進め方については、マニュアル第３章 3-1-3（ワークショップの運営、ファシリテ

ーターの心構え等）を参考にすることができます。演習をとおして、既存の事業や住民の

活動（資源）、地域の課題と最終的にあるべき姿（目的・目標）を共有し、これからについ

て、共に考えることが大切です。演習のグループ分けは異なる部門の人から構成し、共有

することから始めるとよいでしょう。 

 マニュアルを各研修参加者が事前に読んで来て、そのまま演習を開始し、演習作業を行

うなかで相互理解を図っていくことも可能です。必用に応じて、小グループ（各部門・職

種・住民組織・NPO 等）での読み合わせや、ワークを行い、その結果を持ち寄り合同で研

修会や報告会を行う方法なども考えられます。 
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必要度 テーマ（仮題） 目安時間数 マニュアル該当箇所 

◎ 地域を知り共有しよう 
120 分～ 

180 分 

第２章（2-1-1～2-1-5） 
※2-1-1～2-1-5 の中から、未実施もしくは強化
する必要があるもの、他部門と連携するうえ
で共有する必要があるものなどについて、演
習形式で実施します 

※概論や各論の研修後、日数をおいて、各自で
マニュアルにある演習〝Practice”に取り組
むなど、実施した結果を持ち寄り、演習を行
います 

 

◎ 
地域のソーシャルキャ

ピタルを整理しよう 
60 分 

第２章（2-2-1） 

◎ 
事業・活動の計画づく

りをやってみよう 

120 分～ 

180 分 

第３章（3-1-1～3-1-6）  
※複数の部門・職種等に所属する多様な参加者
が、既存の事業や地域の活動を共同で整理
し、全体を俯瞰してみます。どこが不十分か、
不足しているかについて考えてから計画立
案を行うための導入として行います 

※事業・活動の計画を立案するだけでなく、計
画の進捗管理（モニタリング）についての計
画も重要です。今後の進捗管理について、演
習のなかで関係者とともに考え、役割分担を
します 

 

◎ 
事業・活動の計画の評

価計画 
60 分 

第３章（3-1-1）、第４章（4-1～4-3） 
※事業・活動の計画立案以外に、①評価時期、
②評価項目、③評価内容についても整理し、評
価計画を立案する必要があります。演習で関係
者とともに行います 
※PDCA サイクルで展開することの重要性を
講義で学んだ後、具体的にどのように展開して
いくか、演習のなかでともに考えます。同時に、
共通認識や理解を得られたか確認します 
 

◎ 

事業・活動を始めるた

めの体制づくり 

-基盤づくり編- 

120 分 

 

第３章（3-2-1～3-2-4） 
※既に地域で活動している（台帳登録してい
る）ボランティアに、何の役割を担ってもらう
か関係者間で検討します。既に養成した住民ボ
ランティアを活用する場合は、3-2-1～3-2-3 ま
で省略できます 
※ソーシャルキャピタル概論、自治体の方針に
ついての講義（説明会）を開催した後、今後の
体制づくりについてともに考えます。 
そのなかで、地域の課題や地区踏査の結果を伝
え共有することも重要です 
 

◎ 
事業・活動の計画の評

価 
120 分 

第４章（4-1～4-3） 
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〈事例報告〉 

 研修時間があれば、本マニュアル第６章に掲載しているような事例を、可能な限り自分

たちの地域で探し、活動事例を報告してもらうとよいでしょう。 

 また、半年～１年経過後の活動報告会を行うなどにより、モチベーションの向上や継続

の意欲につながり、住民の活動組織や NPO、自治体の部門間の情報共有が図られ、協働の

推進や、連携の強化にもつながる可能性が考えられます。 

 保健福祉事業や活動の状況だけでなく、実施したことによる変化などについても、フィ

ードバックする良い機会になります。 

 

 各自治体によって、地域特性、地域資源、関係機関や住民と行政の関係性（距離）など

大きく異なります。そのため、各自治体の担当者の皆さんが、１つ１つ考えて計画してい

くことが求められます。「地域の健康づくり実践マニュアル」を活用するとともに、本研修

プログラム立案の手引きを参考にして研修を活用しながら、多くの人びとと協働で進めて

いきましょう。 
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